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今週の概要 

• 小児科外来情報

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖

順
位 疾患名 

奈良県 
北部 中部 南部 

定点当たり （前週） 増減 

1 感染性胃腸炎 2.12 (1.65)     
2 手足口病 0.56 (0.76)     
3 RS ウイルス感染症 0.41 (0.44)     
4 ヘルパンギーナ 0.26 (0.03)    
5 咽頭結膜熱 0.15 (0.09)     

発生状況： 大流行 流行 やや流行 少し流行 散発 （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少

❖県内概況(新型コロナウイルス関係)❖
第 48 週の新型コロナウイルス新規感染者報告数は 6858 名と第 47 週の 5612 名より増加し、8 週連

続の増加となっています。発熱、倦怠感など少しでも体調が悪ければ外出を控えましょう。基本的な

感染防止策(マスク、換気、消毒、距離)を徹底し、ふだん一緒に生活していない人が集う環境での、

マスクを外しての大声での会話や長時間の同席など、3 つの感染経路(エアロゾル、飛沫、接触)によ

る感染リスクが高まるような状況では特に注意しましょう。

✤小児科外来情報✤

北部地区（田中小児科医院） 

COVID-19 の陽性率が上昇している。特に、学童の。 

乳幼児ではコロナ以外で、高熱と咳が遷延する幼児が見られる。 

ウイルス感染症と思われるが確定診断ができていない。

インフルエンザは無かった。

中部地区（岡本内科こどもクリニック） 

COVID-19 陽性者が増加、小学生を中心に家族内感染も見ら

れる。 

症状は短期間の発熱で重症経過はない様子。 

乳児でコロナ以外と思われるｈMP 様の頻回の咳嗽の例がみら

れる。 

感染性腸炎は減少したが少しずつ続いてみられる。 

南部地区（南奈良総合医療センター小児科） 

COVID-19 の流行は続いている。1 日目は高熱で、熱性けいれ

ん併発例もみられる。 

ヘルパンギーナが散見され、一部保育所では流行している。

また、高熱・咳嗽の遷延例ではパラインフルエンザ 3 型が数例

検出された。熱は 5～7 日続いている。 

インフルエンザは増加していない。
ゼロ密を目指そう！ ～一つの密でも避けましょう～

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kenkou-

iryousoudan.html 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 令和 4 年 第 48 週 11 月 28 日 ～ 4 日

南部
保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 吉野
インフルエンザ定点数 55 14 14 11 10 6

小児科定点数 34 9 9 7 6 3
14 4 3 1 5 1

(0.41) (0.44) (0.33) (0.14) (0.83) (0.33)

5 3 2
(0.15) (0.33) (0.33)

2 1 1
(0.06) (0.11) (0.11)

72 18 16 9 27 2
(2.12) (2.00) (1.78) (1.29) (4.50) (0.67)

4 2 2
(0.12) (0.22) (0.22)

19 2 7 8 2
(0.56) (0.22) (0.78) (1.14) (0.33)

5 3 2
(0.15) (0.33) (0.33)

9 3 6
(0.26) (0.33) (2.00)

1 1
(0.03) (0.17) ◆新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（いわゆる後遺症）について

眼科定点数 10 3 3 2 2 0

1 1
(0.10) (0.33)

基幹定点数 6 1 2 1 1 1

※令和3年12月20日より内吉野保健所は吉野保健所に統合されましたので、
旧内吉野保健所分は吉野保健所として集計しています。

※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。
旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

　上段　：報告数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 21
女 23

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 1 3 1 1 6 891
女 1 1 2 2 2 1 1 10 767
男 2 1 3 131
女 1 1 2 90
男 1 1 110
女 1 1 87
男 5 9 8 3 4 2 2 1 2 2 1 39 2880
女 3 7 8 4 3 2 2 1 1 1 6 38 2511
男 2 2 53
女 1 1 2 51
男 2 6 2 1 11 545
女 5 2 2 2 11 424
男 4
女 3
男 1 3 1 1 6 263
女 1 1 193
男 2 1 1 2 6 108
女 1 2 3 73
男 11
女 1 1 16

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男
女
男 53
女 1 1 32

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 2
女 1
男 3
女
男 1
女
男
女
男
女

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00402.html
(厚生労働省HP)

https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-flulike.html
◆インフルエンザ様疾患発生報告（学校欠席者数）(感染症疫学セン

感染性胃腸炎

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

✤第48週のトピックス✤

水痘
５類感染症

アメーバ赤痢1件(郡山1)
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症1件(中和1)手足口病

伝染性紅斑

奈良県
北部 中部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
インフルエンザ

１類感染症

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核3件(郡山2、中和1)

咽頭結膜熱
３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症 レジオネラ症1件(郡山1)

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

RSウイルス感染症

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

奈良県感染症情報　－2/3－



❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 R4 R3 R2 過去10年平均
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